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国内学会発表 83 笹原紘佳, 佐藤元律, ⾧嶋春樹, 保田都, 荻原健. 慢性甲状腺炎の加療中に汎下垂体機能低下症を併発した一例. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 2022/11/11-12.

国内学会発表 84 瀧澤裕樹, 小澁真実, 佐藤淳子, 後藤広昌, 綿田裕孝. ハーブティーによる薬剤性SIADHが疑われた一例. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 2022/11/11-12.

国内学会発表 85
瀧澤裕樹, 青山周平, 中村理人, 平形麻鈴, 佐藤淳子, 後藤広昌, 綿田裕孝. 体重減少・動悸を伴い鑑別に苦慮した甲状腺ホルモン不応症の1例. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 
2022/11/11-12.
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池田恒基, 常見亜佐子, 菅原優貴子, 中島朋, 船山崇, 後藤広昌, 綿田裕孝. 副腎不全症状を契機に76歳で診断された下垂体茎断裂の一例. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 
2022/11/11-12.

国内学会発表 87
武藤麗奈, 西尾理恵, 瀧澤裕樹, 福永清文, 佐藤綾子, 小澁真実, 佐藤淳子, 後藤広昌, 春名英典, 石井智弘, 三田智也, 綿田裕孝. 確定診断に約60年を要した非古典型CYP11A1欠損症の一
例. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 2022/11/11-12.

国内学会発表 88
相磯このみ, 麻生克己, 佐藤淳子, 古川祥子, 早川美穂, 栗原朝子, 田村良子, 中澤訓子, 小川未祥. ミニメド640Gから770Gハイブリッドクローズドループへ切り替えた1型糖尿病の1例. 第96回日本糖
尿病学会中部地方会, 富山県(日本), 2022/11/19-20.

国内学会発表 89
伊藤直顕, 田村好史, 加賀英義, 染谷由希, 田端宏樹, 筧佐織, 木屋舞, 田島翼, 内藤仁嗣, 吉澤裕世, 河盛隆造, 綿田裕孝. Osteopenic Obesityと脳小血管病の関連:Bunkyo Health 
Study. 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会, 沖縄県(日本), 2022/12/2-3.

国内学会発表 90 田村好史. 肥満症 御困り症例 徹底討論:私達のアプローチはこれだ!　肥満症に運動は必要か?. 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会, 沖縄県(日本), 2022/12/2-3.

国内学会発表 91
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特別講演・
招待講演

1 田村好史. 運動生理学の基礎. 第12回透析運動療法研究会, 東京都(日本), 2022/1/30.

特別講演・
招待講演

2 田村好史. 糖尿病 運動療法のトピックス. 第12回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 岡山県(日本), 2022/3/26-27.

特別講演・
招待講演

3 綿田裕孝. 経口血糖降下薬アップデート. 第95回日本内分泌学会学術総会, 大分県(日本), 2022/6/2-4.

特別講演・
招待講演

4 佐藤淳子. 持続血糖測定器Up-to-date. 日本外科代謝栄養学会第59回学術集会, 茨城県(日本), 2022/7/7-9.

特別講演・
招待講演

5 田村好史. 瘦せた女性の栄養と運動. 第44回日本臨床栄養学会総会・第43回日本臨床栄養協会総会・第20回大連合大会, 岩手県(日本), 2022/10/7-9.

特別講演・
招待講演

6
田村好史. 統合的な肥満症治療戦略-栄養、運動、認知行動、薬物、外科治療-　肥満症に対する運動療法. 第44回日本臨床栄養学会総会・第43回日本臨床栄養協会総会・第20回大連合大会, 
岩手県(日本), 2022/10/7-9.

特別講演・
招待講演

7
田村好史. 高齢者の肥満とサルコペニア・フレイル　高齢者の代謝的疾患とサルコペニア. 第44回日本臨床栄養学会総会・第43回日本臨床栄養協会総会・第20回大連合大会, 岩手県(日本), 
2022/10/7-9.

特別講演・
招待講演

8 田村好史. 代謝制御による疾患治療戦略　糖尿病とインスリン抵抗性. 第50回日本臨床免疫学会総会, 東京都(日本), 2022/10/13-15.

特別講演・
招待講演

9 綿田裕孝. 糖尿病の各病型における膵β細胞不全メカニズムの解明と新規治療法の開発. 第38回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会, 東京都(日本), 2022/11/4-5.

特別講演・
招待講演

10 佐藤淳子. 妊娠・出産という幸せな負荷を越える連携　GDM女性の出産後管理. 第38回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会, 東京都, 2022/11/4-5.

特別講演・
招待講演

11 綿田裕孝, 佐藤淳子. 1型糖尿病に関する医療の現状. 第32回臨床内分泌代謝Update, 東京都(日本), 2022/11/11-12.

特別講演・
招待講演

12 田村好史. 糖尿病とスポーツ. 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 北海道(日本), 2022/11/12.

特別講演・
招待講演

13 田村好史. 健康寿命の延伸に向けた若年・中年・高齢期の食事・運動. 第29回日本未病学会学術総会, 千葉県(日本), 2022/11/12-13.

特別講演・
招待講演

14
田村好史. 太っていなくても生活習慣病になるメカニズム～サルコペニアとの関連も含めて～. 日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会主催研修講習会 応用・実践編, 東京都(日本), 
2022/12/18.


